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　つまり、どのイヌかがはっきりわかっているので、a dog ではなく、

the dog とすればよいのです。

問題 　左のページの説明をよく理解してから、次の日本語を英語に直

すとき、（　　　　）に a をつける必要がある場合は a を、必要のない

場合は×を入れてください。

（ 1 ）私の本　（　　　　）my book

（ 2 ）ある 1 冊の本　（　　　　） book

（ 3 ）1 冊しかないその本　（　　　　） the book

（ 4 ）小さい本　（　　　　）small book

（ 5 ）この小さい本　（　　　　）this small book

（ 6 ）東京タワー　（　　　　）Tokyo Tower

（ 7 ）富士山　（　　　　）Mt. Fuji

（ 8 ）あの走っているイヌ　（　　　　）that running dog

（ 9 ）和田さんという人　（　　　　）Ms. Wada

（10）原田薫さん　（　　　　）Kaoru Harada

答え 　（ 1 ）×　（ 2 ）a　（ 3 ）×　（ 4 ）a　（ 5 ）×　（ 6 ）×

（ 7 ）×　（ 8 ）×　（ 9 ）a　（10）×

〈ここをまちがえる〉

　a　small book（ある 1 冊の小さい本）

　an old book（ある 1 冊の古い本）

　a がつく単語の最初の音が、母音（ア、イ、ウ、エ、オ）のときは

an になります。

　あなたがある名詞を聞いて、はっきり意味がわかる
ときには a をつける必要はありません。

（例1）

　だれかにあなたが「富士山に登ったことある？」とたずねられたとき

に、あなたは「1 度ありますよ。」と答えたとします。つまり、あなた

は「富士山」と聞いたときに意味がよくわかったのです。このようなと

きには a をつける必要はないのです。英語では、Mt. Fuji と言います。

（例2）

　だれかがあなたに次のように言ったとします。

　「イヌがあなたの家の前でうろうろしているよ。」

　「どこのイヌかなあ。」とあなたがたずねたとします。

　つまり、どこのイヌかがはっきりわかっていないときに、a dog のよ

うに a をつけるわけです。

（例3）

　だれかがあなたに「あのイヌは君のかっているイヌだね。」と言った

とします。この場合のあのイヌはどのイヌかがはっきりしているので、

a dog ということはできず、that dog と言います。

　次に、君がかっているイヌについて考えてみましょう。この日本語は

たぶん、君がかっているそのイヌだよね。のようにイヌの前にそのが省

略されていることがわかります。
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have	been	to を使いましょう。理由は、have	gone	to に、「～へ行っ

てしまっていて、ここにはいない」という意味があるからです。

問題 　左のページの説明をよく理解してから、次の（　　　　）に適

当な英語を入れてください。

あなたは今までに東京へ行ったことはありますか。

（ 1 ）（　　　　）you　（　　　　）（　　　　）（　　　　）Tokyo?

――はい、あります。

（ 2 ）Yes, I（　　　　）．

――いいえ、ありません。

（ 3 ）No, I（　　　　）．

（ 4 ）No, I（　　　　）（　　　　）．

（ 5 ）No,（　　　　）．

あなたは今までにライオンを見たことはありますか。

（ 6 ）（　　　　）you（　　　　）（　　　　）a lion?

あなたはこの本を読んだことはありますか。

（ 7 ）（　　　　）you（　　　　）this book?

私は 2 回この本を読んだことがあります。

（ 8 ）I have（　　　　）this book（　　　　）．

〈ここが大切〉

twice	の代わりに two	times	ということもできます。

答え 　（ 1 ）Have, ever been to　（ 2 ）have　（ 3 ）haven't

（ 4 ）never have　（ 5 ）never　（ 6 ）Have, ever seen

（ 7 ）Have, read　（ 8 ）read, twice

　現在完了形の用法のうちの 1 つに、経験を表すパター
ンがあります。
Have you ever been to Tokyo?
　（あなたは今までに東京へ行ったことはありますか。）
Yes, I have.（はい、あります。）
I have never been to Tokyo.
　（私は 1 度も東京へ行ったことはありません。）

1度	once〔ワンス〕　2度	twice〔トゥワーィス〕

何回も	many	times〔メニィ　ターィムズ〕

ever は「今までに」という意味で使われています。

never	は not	ever でも言いかえることができます。

〈これだけは覚えましょう〉

あなたは今までにライオンを見たことがありますか。

Have you ever seen a lion?

――いいえ、1 度もありません。

（ 1 ）No, I haven't.

（ 2 ）No, I never have.

（ 3 ）No, never.

〈ここが大切〉

　「行ったことがある」を英語にする場合は、have	gone	to ではなく、
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